
 

 

 

 

 

 

 

 

ゲノム編集技術応用食品 

～今とこれからを知る学習会～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年７月 15日 

学習会のご案内 

 
【日 時】  ２０２０年 ７月 ３０日 （木） 14:00～15:30 （13:45より入室できます。） 
 
【開催形式】 ZOOMによる WEB学習会 （詳細は申込者に別途ご連絡いたします。） 
 
【内 容】  ①ゲノム編集技術応用食品について ②後代交配種等の取扱いについて 

質疑応答、意見交換 
 

【講 師】  厚生労働省医薬･生活衛生局  
食品基準審査課 新開発食品保健対策室 今川正紀 室長 

  
【参加費】  無料    【定 員】  １００ 人 （定員になりましたら申込受付を締め切ります。） 
 
【申込み】 メールにて、下記アドレス（全国消団連 廣田）までお申し込みください。 
       hiroko.hirota@shodanren.gr.jp 
 
      上記メール宛先に「団体名、お名前、メールアドレス、電話番号」を記入の上、 

必ず事前にお申込みください。所定の申込用紙はありません。 
 ※ご提供いただきました個人情報は、学習会の連絡等にのみ使用させていただきます。 

 
       申込締切 ７月２７日（月） ※7/29（水）に ZOOMの URL と資料をお送りします。 

 

 

【日 時】7 月30 日（木）14時 00分～15時 30分 

狙った遺伝子を効率よく書き換えられるゲノム編集技術を使った食品の届け出制度が昨年 10 月から始まり

ました。国内ではすでに「栄養価の高いトマト」「毒が少ないジャガイモ」「肉厚のタイ」などが開発されてい

ると言われています。はたしてゲノム編集食品は今後市場で流通するのでしょうか。 

またゲノム編集食品については「従来の品種改良と差はない」との理由で、厚生労働省によって「安全性の

審査は不要」とされ、食品表示の上でも遺伝子組換え食品に該当しないゲノム編集食品は「任意表示」という

ルールになっています。しかし消費者にとってゲノム編集食品は、新しいテクノロジーによる未知の世界のも

のに感じられると、不安の声も上がっています。 

ゲノム編集技術応用食品の取扱要領が施行されて 10 か月を迎える今、これまでの経過を振り返りながら、

現在の状況と今後の見通しについて一緒に学んでみませんか？ 

講師に厚生労働省医薬･生活衛生局の今川室長をお迎えし、ゲノム編集食品についてお話を聞くと共に、こ

れまで継続検討とされていた「後代交配種等の取扱い」についても、その考え方やルールについてお話しいた

だきます。後半は質問にもたくさん答えていただく予定です。 

今回は ZOOMによるウェブ学習会となります。皆様、ぜひお気軽にご参加ください。 

 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 15  

プラザエフ 6F 

TEL 03-5216-6024 

URL http://www.shodanren.gr.jp 

 

http://www.shodanren.gr.jp/

